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クリン酸アルコールにて被毛を染着し，次回舅毛時に可

及的皮膚面近くより採毛し非染部の颪線毛長を測定した　　　　　　　　　結果並びに考察

ので，毛長は舗欄中の緬毛賑催正と見徹し得る・毛経　試験群の中5才兎及び4才瀦畷は添館1始後，体

は被毛基部を約1mmに切断しグリセリン封入の上，顕　重の減少署しく添食期途申に死亡した（f櫨の項）ので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対照群の4才兎と共に試験結果より削除した。故に試験

“馴大学灘鞠龍鞍蟷　　　　　結果セ踊群3才兎のみ都頭の鞠値で示した。
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（1）飼料摂取状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は勢毛直後以外には体重の滅少は見られな」・。第4～5

第5週より規鰭は夘rに残量を生じ，第6週には朝　週の飼半樋給時には剛供｝こ1棚の舗を認めたが，そ

餌の摂取所要時開も遅延しはじめ，以後給餌量を減ずる　　の後第6～9週には対照群1ま残餌量を増し，飽食状態を

迄残餌鼠を増したが，註鵡灸群はほぼ完食を続けた。各時　　　呈し，体重は漸増して肥満，【犬態となつた。試験群は対照

期における残餌量の舎計はTable　2の通りである。　　　　　群に較べ摂駁鍛が多いにもかかわらず体重は漸減し，ヨ

Table　2　Tota！of　untaked　rations　in　each　stage　　　　－一ドカゼイン添食停止後は急激に増力Pしたo　添食開始

Experimen－
tal　Stage
　（Week）
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Group　皿＊＊

1－3 4－一一5
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8－9
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2，500

10－11
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700

期・添禽末期及び非添食末期における両群の休煎差レま，

12－18　　添食宋期のみが有慧であつた。即ち献験群における｛本重

　　　の減少は，ヨードカぜイン添食によるもので，異化作用

O　　の充進に起因すると推察された。

0　　　試験群中の5才兎及び4才兎は，添食開始期にそれぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ体重2，270g及び2，150gであったが，添食期の進行に
＊」°d－Casei且t「eated　g「°up＊“C°・tr°l　g「・up　つれ1木璽の減少著しく次第に戴し，鳶1∫舗46聞（体

（2）傾の変化　　　　　　　　：強・，36・9）にrza・i｝yr・は39日Fl（｛桶98・9）にilE亡した。

　体霊の変化はFigほの通りであるo対照群において
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Fig．1．　Changes　of　body　weight

（3）体温の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られなかつた。MAQSOOD（1948）は発育緬離において，

　体温及び気温の変化はFig・2の通りで，添食期の進　　　ヨ　”一ドカぜイン給与は休湿に影響を及ぼさなかつたと報

行に伴い共に上昇し，特に試験群の体温上昇は箸しいよ　　告している。

うに思われたが，各測定時ともに両欝闇に有意彊は認め
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Fig・2・　Chan慕es　of　body　temperature

㈲　毛質及び毛長

　添食薗（2月26　E｛），添食末期（4月30「1）及び添食　　　　MAQSOOD（1950）　は発育ll1の緬羊に甲状瞭剤及びbll

停止後（7月2口）の3時期に採取した毛試料における　　　甲状腺剤を給与し・甲状腺機能を人為的｝二調節し，機霜髭

毛径・クリンプス及び毛長はTable　3の通りである。　　　促進群の毛成畏が増加する事，機t］tl抑制群の塾瓶のクリ

　毛径は各時期共に両群間には有意藻は認められなかつ　　　ンプスが減少する事を認めた。MARSTON＆1）ruRcE

た。クリンプスは添食末期毛のみ両群間に有意差が認め　　　（1932）は著緬羊の甲状腺劉除｝’S　i・￥if－eの三噺駈にlll∫等び）影

られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響も与えないと報告した。木爽験の結果はM　・一ドヵ・ピィ

　毛長は前述のように添食631…1闇及び添食1亭止後63日間　　　ンの添食により毛成長の増火と緬毛のクリソヅスの多少

における毛成長度と見微される，添食期の毛1戊侵は試験　　　の減少が認められたo

群が対照群より10．5％の増加を示し，両群聞の差は有意　　　（5）産　毛蚤

であつたが，添食僚止後は毛成長に鑑は認められなかつ　　　　両群の前年度の産毛総壁及び添食前づ擦食期の添飛停

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止後の各63口間の魔三色量はTable　4の逓りである。前41乱

rr・bl・3Di、m，t。，，、，lmp，　a。d　1，ngth。f　　麟びに醸1〕i∫の脱量剛照群力「・’C－“や蜘が・融　；　

　　　　　wool　in　each　stage　　　　　　　　　　　　の産毛蓬置は試験群が23・9％多く，添i食停．Lk後の産ll色蹴は

Date　of

　Sampling

Diameter
　　　（F）

Crirnps

（Number
per　inch）

Lenght
　（mm）

Feb．26＊ Apr．30＊＊

・1・・76±・・13！1。・66±。・21

∬

July　2＊＊＊

両群ほぼ等しかつた。検定の結果は添食期の避．慧鍛のみ

｝’『一“’”H　 @　　　　Table　4　Weight　of　shearing　w⑪ol（g）
　　10．57：±：0．66　　　　　

，

・・72±・・18k…7±…7

ii・・58±。・22i・・23±。・・7

1
＿．＿ @　　Date

10．63±O．31　　　　0f，he曽

＿　　　　　　　　　　arlng
6－68±0『30　　　　　　p，二謡：rと、至ii

ψ・29±。・osl・・97±。・25［…塑1織．

・1－｝・…2±・・821・2・26±。・79出，、）

∬ 一1　4S・S8±1…t42・・2±・…　エ｝

＊　just　befor　administration　of　Jod－Casein　　　　　　　　皿
＊＊ @63rd　day　of　administration　period　　　　　　　　　　　　　　工／∬

Total　wool　l

weight　in　Feb．26
Last　year

　　　｝

365i63

192・・±18・921

Apr．3 July，2

63 63

5・。±…61・。…。・5714。・…．51

22・・。±…6159・・±・・80i・…±・・晦…．・1

＊・・　63．dd。y。，。。n、d。、。、、、，a、、。np，，、。、　　。、。。！　87・・ 1 86・・い・3・・11・・。・
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に有意差が認められた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。

　添食期に毛成長が増大し，毛径に変化のない事より，　　　4．亀成畏が促進され，産毛量が増IJrlした。

添食期の産毛量の増加は，主として毛長の増加によるも　　5．皮膚輿皮層が肥厚化し，表皮1韓が薩弱化した。

のと考えられるが，毛成長度の増加率（10．5％）と巌毛最　　　稿な終るにll謡みsu　一一ドカゼィンをいただいた鵜上三郎

の増加率（23．9％）との開きについては明らかでない。　　　博士に感謝の意を表する。

（6）皮　　圃

　添食末期における皮膚の厚さはTable　5の通りで，　　　　　　　　　　　　文　　　　i獣

両群關に著しい麓異は認め難いカ㍉試験群は対照1祥に較
べ全麟及び戴層が駅，搬隙ま蜘・1餉にある。　（1）M”Qs°°D，　M・：Vet・Med・・　45・339（195°）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2〕　　　一一　　　　：Nature，166，4224（1950）

　　　　　T・bl・5Thi・ki・9。f・kin（／’t）　　　（3）MARsT。N・H・R・＆P・・IRcE・A・W・・A・・t・J・

wu @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Exp．　Biol．　and　Med．，10，203（1932）
Sldn

エ11981・4

皿11884・8

．勉L＿聖竺ヨ竺一一　㈲竹1・勺三螂・河野憲太貞ll．不f、本純二．米舷，a；Ji火農

1・97・・8　1。・・　　　　i乏・7，・（1955）

　　1871・・112・・　　　　　S。＿y

竹内等　（1955）　はラッテに一al一ドカぜインを給一与した　　　　The　angora　rabbits　in　the　group工were　given

際，皮膚の各層は薄弱化するが，翼皮乳頭贋のみはiまと　　　about　2．3　m艦，　Jod－Casein　in　ration　per　head

んど影響を愛けない事な報告している。アンゴラ兎にお　　　daily　for　g　weeksだrom　Feb．26　to　Apr．30　in　l957，

いては真皮乳頭層が特に発違しており，この部が毛成畏　　　while　those　in　the　group∬were　kept　as　the

の基盤となつている。m一ドカゼイン給与によりこの部　　　c◎ntrol．

が肥厚発逮する傾向にあつた餌は，毛成侵度や巌毛量の　　　　All　the　rabbits　were　weighed　weekly　during．

増加を裏付ける組織的な所見であると考えられる。　　　　　the　experimental　period．　The　hyperthyroid　group

　甲状腺ホルモンが毛成長を促進する機構の詳細は明ら　　　（group　1［）graclually　decreased　in　body　welght

かでないが，一般休代謝の冗進に伴い，皮膚の機能も充　　　and　on　the　last　week　of　Jod－Casein　rat圭on　differed

進し，毛成畏ひいては産毛盤の増加を招来するものと推　　　　significantly　from　the　control，

察される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　shearing　of　every　rabbit　was　carried　out

　なお給与停止後の毛成長・毛質には何等の障害も認め　　　on　Feb．26，　Apr，30　and　July　2，　Hyperthyroidism

られなかつた，故に給与適鐙を検討すれば一一時的毛生魔　　　resulted　in　an　increase　in　the　wool　quantity．

増加に実用化し得るものと考えられる。　　　　　　　　　　　The　examination　of　the　wool　samples　showed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　fQllowing　results，
　　　　　　　　　大　要　　　　　1。，h。　hyp，，，hy，。、d，abb、t、，h，　w。。1　f、br，　in一

　甲状腺剤の給与がアンゴラ成兎の主として毛成長や毛　　　creased　in　Iength，　but　was　not　affected　in　diame・

質に及ぼす影響を知る為に本実験を行い，次の結果を得　　　ter，　while　the　crimps　of　wool　decreased　as

たo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　compared　with　the　control．

1．　飼料の摂取貴は増加したが，体重は著しく滅少した　　　　It　seems　that　the　wool　growth　is　accelerated

　給与停止後は速かな体重の園復を見た。　　　　　　　　by　the　administration　of　Jod－Caseln；therefore

2．　体温は影響を受けなかつた。　　　　　　　　　　　　　　the　hyperthyroid　rabbits　produce　mol’e　wool

3．　毛径は影響されなかつたが，クリンプスはやや減少　　　　than　the　control．


